
○会議名  令和３年度 第２回八雲町社会教育委員会議 

○日 時  令和３年９月２９日（水） 午後６時３０分～７時３０分 

○場 所  八雲町公民館 第１・２集会室 

○出席委員 １０名 

      西田浩人、田中登、太田浩司、鈴木馨、吉田久子、小林元彦、小出政彦 

前川伸也、今西千代子、木村さえ子 

○説明員  教育長、社会教育課長、社会教育課長補佐、社会教育係主事、 

       

      ＊傍聴者なし 

 

≪会議録要旨≫ 
 
１ 開  会  社会教育課長     

 

２ あいさつ  八雲町教育委員会  教育長 土井 寿彦 

        八雲町社会教育委員 委員長 小林 元彦 

 

３ 議  題 

１）報告第１号 令和３年度上期 社会教育課・熊石教育事務所所管事業 

       実施報告について 

      

      ○説明員から説明する。 

  

◆質 疑  なし 

   

   

  ２）議案第１号 令和３年度下期 社会教育課・熊石教育事務所所管事業 

計画について 

 

          ○説明員から説明する。 

 

◆質 疑   

 

委  員 ～「発見！ぼくの町講座」について「ぼく」というネーミングはどうだ

ろうか。 

説 明 員 ～ネーミングについての意見は、担当課に伝える。 



委  員 ～ 「発見！ぼくの町講座」の開催時期はいつか。 

説 明 員 ～ 以前は文化祭時期に合わせて実施していたが、今年度は未定である。 

 

委  員 ～ 「発見！ぼくの町講座」はこれからの町に何が残せるかということ

が大事ではないか。  

八雲の歴史を学ぶツアーなど、単独でなく色々な力を合わせて実施

したらどうか。社会教育課としてやるのか、Ｃ・Ｓとしてやるのかな

ど。 

説 明 員 ～  課として取り組むのか、地域の方の力を借りるのか検討していきた

い。 

 

３）その他 

    ①令和３年度 社会教育委員各部会活動報告・計画について 

     

・木村部会長 ～ コロナ禍で何もできていない。 

              １０月以降 新体制で検討する。 

・前川部会長 ～ 同上 

 

◆質 疑  なし 

 

 

②その他 

 ◎令和４年度事業について、意見を伺った。 

       

委  員 ～ 平和学習について、他の地域（長崎、沖縄）への派遣はどうか。 

     説 明 員 ～ 検討はしているが、予算・実施時期等を考えると、現在の広島

から変更するのは厳しいと思われる。 

 

 

    ◎事務連絡 ～ 事務局より 

            今年度の北海道社会教育委員研究大会（渡島大会）は中止が 

決定した旨報告。後日、講演会を予定されていた方からの資 

料提供あり。次回配布することとした。 

              

 

 

６ 閉 会 

 


